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	訪問動物看護サービス利⽤規約/同意書
	⚠ ご利⽤前に必ずお読みください
	ペットケア&ホテルPerche（以下「当施設」といいます。）は、当施設が提供する訪問動物看護サービス (以下「本サービス」といいます。）について、以下のとおり利⽤規約（以下「本規約」といいます。）を 定めます。飼い主様は、本サービスを利⽤することにより、本規約に同意したものとみなします。

	第1条（適⽤範囲）
	本規約は当施設が飼い主様に提供する本サービスの利⽤に関し、当施設と飼い主様との間に適⽤されます。
	本サービスは、動物の健康維持および⽣活の質の向上を⽬的とし、愛玩動物看護師による看護・ケアを提供  するものとします。
	飼い主様は、既往歴・持病・投薬・攻撃性・⽣活習慣等について正確に利⽤申込書によって申告するものと します。また、飼い主様が前項の申告を怠り、または虚偽の申告をしたことにより、動物の体調や当施設に 損害が⽣じた場合、飼い主様はその一切の責任を負うものとします。
	必要なワクチン接種・感染症予防が確認できない場合、利用をお断りすることがあります。
	本サービスの提供時間は以下の通りとします。 対応時間： 11 時～ 16 時（最終訪問開始時間）  上記時間外の対応は原則⾏いません。（事前相談による特別対応を除く）
	本サービスで提供する内容は、動物に対する看護・ケアに限ります。
	■ 基本ケア  食事の準備および給餌・給水 、排泄の確認・記録・簡易清掃、⽣活環境の簡易整備（ケージ・トイレ周り等） バイタルチェック（元気・食欲・排泄・様子観察）、介護補助（体位変換・⾒守りなど）  ■ 医療補助（指⽰がある場合のみ）  獣医師の指⽰に基づく投薬補助 、点眼・点⽿などの簡易処置  ■ その他  看護記録の作成および報告 、ストレス軽減のための声かけ・⾒守り
	以下の⾏為は本サービスの対象外とします。  ■ 家事・⽣活支援  掃除、洗濯、調理などの⼀般的な家事全般 、飼い主様の⽣活支援   ■ 医療⾏為  診断⾏為 、治療⾏為（外科処置など獣医師業務に該当するもの）、指⽰のない投薬や医療判断  ■ 個人情報・財産に関すること 郵便物の確認・管理、金銭の取り扱い、書類・通帳等の個人情報への接触  ■ その他  危険と判断される動物への対応、契約外の動物のケア
	以下の場合、サービス提供をお断りまたは中⽌することがあります。  ■攻撃性が強い等、安全確保が困難と判断した場合  ■飼い主不在時の環境が危険と判断される場合  ■指⽰内容が不明確・医療的リスクが高い場合

	第2条（⽬的）
	第3条（申告義務）
	第4条（ワクチン感染症）
	第5条（サービス 提供時間）
	第6条（業務内容：対応適応と適応外）
	第7条（訪問条件・ 安全確保）
	訪問動物看護サービス利⽤規約/同意書
	第8条（訪問制限）
	男性単身世帯への訪問は原則としてお断りいたします。  （安全確保の観点から、同居人がいる場合または事前⾯談済みの場合は応相談）
	訪問ケアに伴う交通費は、当施設からの距離に応じて頂戴いたします。 （5kmまでは費用に含まれております） 5〜7km：1,500円 7〜10km：2,000円 10〜13km：2,500円
	※距離はGoogleマップ上の直線距離にて算出いたしますが淀川を超えるエリアなど 　地理的条件により移動時間を要する場合は別途交通費を頂戴する場合がございます。 ※駐車場が必要な場合は実費をご負担いただきます。
	高齢動物、持病のある動物、または環境の変化により食欲低下･過度な興奮･隠れる･攻撃⾏動･⾎尿や下痢を ⽰すなどの変化が⾒られる可能性のある動物は、お世話を代行することにより体調が急変する可能性があります。⼗分配慮いたしますが、容態が急変する場合や最悪の場合、死亡に至る可能性があることを予めご了承下さい。 当施設に故意または重過失がある場合を除き、当施設は責任を負わないものとします。
	投薬、食事介助等、必要な処置については、事前に申告をお願いいたします。  動物の安全・ストレス軽減を最優先とし、ペットの性格、体調、拒否⾏動その他の事情により、  ご希望の処置を完全に実施できない場合があります。当施設に故意または重過失がある場合を除き、 当施設は責任を負わないものとします。
	飼い主様不在時の訪問対応時間中に体調悪化した際は速やかにご連絡いたします。 連絡が取れない時や緊急性が高いと判断した場合は、 事前に指定された動物病院または近隣の動物病院へ搬送することがあります。  その際に要した診療費、治療費、薬剤費、交通費その他⼀切の費⽤は、飼い主様の負担とします。 応急対応については、専⾨知識に基づき最善を尽くしますが、結果を保証するものではありません。
	鍵をお預かりする場合は、厳重に管理し本サービス提供以外の⽬的では使⽤いたしません。  鍵の複製は⾏いません。また、サービス終了後は速やかに返却いたします。 紛失・盗難防⽌には万全を期しますが、不可抗⼒による事故については当施設は責任を負いかねます。
	ご予約のキャンセルは前日までにご連絡をお願いいたします。 当日キャンセルはご利用料金の50％、無断キャンセルは100％を頂戴いたします。 また、スタッフ出発後のキャンセルは100％のご負担となります。
	飼い主様不在時において、以下の対応は⾏いません。 1. インターホン・ 来客対応  2. 固定電話・ 携帯電話の応答  ※ 第三者対応はトラブル防⽌の観点から⼀切⾏いません。

	第9条（交通費）
	第10 条（高齢持病ストレス ）
	第11条（個体別対応）
	第12条（緊急時対応）
	第13条（鍵の取り扱い）
	第14条（キャンセルについて）
	第15条（不在時対応に関する制限）
	訪問動物看護サービス利⽤規約/同意書
	第16条（免責事項）
	本サービスは細心の注意をもって動物の管理・看護を行いますが、動物の特性上、以下の事象について 完全に防止することはできません。
	■ 予測困難な行動 突発的な体調の急変 パニック・攻撃行動・ストレス反応 お世話代行による食欲不振・体調不良
	■ 逃走・逸脱 ドア・窓・ケージ等からの逃走・逸脱 ハーネス・首輪の抜け等による逸走 これに伴う迷子・事故 ※施錠確認や脱走防止には十分配慮いたしますが、動物の予測不能な行動による場合、     当施設は責任を負いかねます。
	■ 不可抗力・外的要因 地震・台風・火災などの自然災害 停電・断水・交通事情 第三者の関与による事故やトラブル
	■ 医療・経過に関する事項 看護・投薬補助等は獣医師の指示および専門知識に基づき適切に行いますが、 治療効果・回復・延命を保証するものではありません。 上記に起因して発生した損害について、当施設に重大な過失がない限り責任を負いかねます。
	当施設は、本サービスの提供にあたり取得した飼い主様およびペットに関する情報を、予約管理、緊急対応、 連絡、サービス提供および当施設の運営管理⽬的の範囲内で利⽤します。
	本サービス利⽤にあたり、飼い主様は本規約に同意したものとします。

	第 17条（個人情報の取扱い）
	第18条（同意）

	■ 上記規約に同意します
	⽇付：
	署名（⾃署）：
	この書類は当施設にて保管いたします。控えが必要な場合はお申し出ください。



